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注）①対象港湾は 2008年甲種港湾の出入貨物量の大きさにより、上位 70港を抽出 
  ②種別記号は次の通り。特：特定重要港湾 重：重要港湾 甲：地方港湾（甲種港湾） 
 
表 1.1 わが国各港湾における入港船舶量 
隻数 千総トン 隻数 千総トン 隻数 千総トン 隻数 千総トン 隻数 千総トン 隻数 千総トン 隻数 千総トン 隻数 千総トン
1 名古屋 特 37,368 238,600 8,949 194,808 28,419 43,792 1,371 412 36 津久見 重 10,948 11,910 83 1,157 10,865 10,753 52 3
2 千葉 特 61,752 137,127 4,208 85,591 57,544 51,536 4,910 1,162 37 衣浦 重 5,562 16,364 773 13,283 4,789 3,081 3,772 115
3 横浜 特 39,598 271,828 11,198 235,462 28,400 36,366 3,604 7,310 38 呉 重 45,833 21,389 763 6,984 45,070 14,406 3,210 6,492
4 北九州 特 63,044 108,376 4,572 47,008 58,472 61,367 5,336 2,995 39 小名浜 重 4,072 16,824 605 9,404 3,467 7,420 4,563 674
5 水島 特 43,235 96,794 4,187 70,957 39,048 25,838 3,671 1,448 40 釧路 重 3,421 15,510 460 3,689 2,961 11,820 14,255 929
6 苫小牧 特 11,052 77,105 989 16,031 10,063 61,074 3,292 119 41 清水 特 9,197 44,297 1,903 36,220 7,294 8,077 1,330 894
7 神戸 特 37,378 201,885 8,125 154,805 29,253 47,080 4,060 701 42 須崎 重 3,478 10,248 242 2,554 3,236 7,694 89 49
8 大阪 特 30,703 135,959 6,460 89,297 24,243 46,662 609 324 43 東予 重 8,943 13,183 246 2,644 8,697 10,540 645 616
9 川崎 特 29,253 100,984 2,524 78,787 26,729 22,196 1,217 2,362 44 岩国 重 9,517 18,831 786 8,170 8,731 10,661 81 21
10 東京 特 28,099 166,155 6,053 129,937 22,046 36,218 2,145 2,662 45 敦賀 重 1,499 14,642 230 2,463 1,269 12,180 650 79
11 堺泉北 特 34,105 81,817 2,232 47,533 31,873 34,284 2,715 216 46 広島 特 59,853 47,591 1,385 23,812 58,468 23,779 338 163
12 木更津 重 22,922 55,734 1,418 42,535 21,504 13,199 6,636 935 47 横須賀 重 12,084 32,795 225 4,457 11,859 28,339 8,689 4,008
13 大分 重 28,554 78,784 1,876 57,117 26,678 21,667 10,380 1,544 48 大洗 重 635 7,753 ‐ ‐ 635 7,753 571 55
14 鹿島 重 14,828 47,687 1,954 34,271 12,874 13,417 32 30 49 松山 重 29,122 24,685 546 2,195 28,576 22,490 626 199
15 四日市 特 21,621 59,957 1,825 47,110 19,796 12,847 933 169 50 新居浜 重 12,205 13,952 367 2,983 11,838 10,969 376 76
16 喜入 甲 538 42,409 211 27,075 327 15,334 ‐ ‐ 51 小樽 重 2,901 12,180 854 1,900 2,047 10,280 2,877 428
17 徳山下松 特 34,997 59,273 2,532 28,752 32,465 30,520 1,198 3,004 52 竹原 甲 26,020 10,989 67 2,258 25,953 8,731 335 39
18 高松 重 64,650 50,457 241 1,096 64,409 49,361 925 255 53 八幡浜 甲 8,634 18,104 ‐ ‐ 8,634 18,104 1,506 115
19 福山 重 14,174 36,410 2,241 28,022 11,933 8,388 438 1,107 54 伏木富山 特 2,885 15,826 1,685 13,503 1,200 2,323 13,825 164
20 宇野 重 50,885 43,326 250 1,163 50,635 42,163 291 384 55 志布志 重 2,447 11,193 661 5,112 1,786 6,080 12 3
21 鹿児島 重 58,857 63,086 197 3,310 58,660 59,776 1,536 97 56 那覇 重 7,055 17,839 353 4,934 6,702 12,905 448 348
22 東播磨 重 16,625 26,669 1,061 18,129 15,564 8,540 1,092 51 57 赤穂 甲 3,603 7,773 50 464 3,553 7,309 87 9
23 和歌山下津 特 15,356 39,500 1,271 22,660 14,085 16,841 491 95 58 明石 甲 29,175 21,138 ‐ ‐ 29,175 21,138 8,191 90
24 仙台塩釜 特 17,678 43,632 868 13,134 16,810 30,498 2,006 271 59 舞鶴 重 1,288 8,312 416 2,592 872 5,720 3,294 1,163
25 宇部 重 16,266 25,255 759 11,856 15,507 13,399 315 282 60 三島川之江 重 5,515 10,854 494 7,392 5,021 3,461 574 151
26 苅田 重 11,522 29,550 715 13,990 10,807 15,560 ‐ ‐ 61 徳島小松島 重 5,442 16,704 193 2,296 5,249 14,409 ‐ ‐
27 室蘭 特 5,553 25,321 495 14,774 5,058 10,547 1,019 125 62 別府 重 3,351 9,311 ‐ ‐ 3,351 9,311 55 19
28 姫路 特 33,946 25,796 1,237 15,210 32,709 10,586 2,045 186 63 秋田 重 2,226 16,206 388 3,492 1,838 12,713 637 85
29 新潟 特 9,752 45,791 1,423 17,570 8,329 28,221 7,049 1,072 64 松浦 甲 2,523 5,807 183 5,175 2,340 632 4,514 49
30 三河 重 9,092 52,487 1,635 30,797 7,457 21,690 7,243 138 65 宮崎 重 2,161 6,489 3 4 2,158 6,485 2,687 143
31 博多 特 28,883 49,879 5,336 32,134 23,547 17,745 4,225 648 66 下関 特 29,221 14,655 1,819 8,441 27,402 6,215 8,188 1,021
32 函館 重 10,035 39,257 157 1,394 9,878 37,863 6,159 1,219 67 佐賀関 甲 7,326 7,644 300 3,020 7,026 4,624 ‐ ‐
33 青森 重 9,010 36,197 62 1,149 8,948 35,047 499 52 68 橘 重 2,769 6,797 142 5,382 2,627 1,415 1 1
34 坂出 重 13,346 22,104 476 12,924 12,870 9,180 2,154 331 69 高知 重 3,695 4,486 150 718 3,545 3,768 1,215 599

















































































































































































































































































本研究に用いた VTAについて説明する。  
 





























































































































































































   
3.2 バリエーションツリー作成 












































































（１）     油送船一二号久美丸貨物船ラーストマースク衝突事件 
（２）     貨物船オラニア貨物船リーファーサチ衝突事件 
（３）     貨物船ハッコーフォンテン貨物船ネプチューンクリスタル衝突事件 
（４）     貨物船シーランドボイジャー貨物船カストル・ピー衝突事件 
（５）     貨物船三十一勝丸貨物船エバーグラマー衝突事件 
（６）     貨物船二十八三栄丸貨物船アリゲーター・インディペンデンス衝突事件 
（７）     貨物船ヒュー・マーチャント貨物船イラン・シャリアティ衝突事件 
（８）     貨物船新栄丸貨物船アカデッミク・セミノフ衝突事件 
（９）     貨物船アリゲータービクトリィ貨物船キョウワハイビスカス衝突事件 
（１０）    押船第二十八山和丸被押バージ 2011貨物船ニューバロネス衝突事件 
（１１）    貨物船せとぶりっじ引船公陽丸被引台船安田 55号衝突事件 
（１２）    貨物船とうしん貨物船ダフ衝突事件 























④ ⑤軸設定 水先人 船名１ 船名２ 船長













































  衝突（０ｍ）までの両船の船間距離について記載する。 
 
④気象海象欄 


































































1625 霧中信号吹鳴せず ６ノット レーダー監視
４ノット
1604 船首で見張り 離岸
気象・海象 機関長 船長 久美丸 ラーストマースク 水先人 船長 大井丸


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































気象・海象 船長 第二十八三栄丸 アリゲーター・インディペンデンス 水先人 その他
天候：くもり 四級海技士 砂利運搬船 コンテナ船 横須賀水先区水先免状 船長
風力：２ 477G/T 41,413G/T 一等航海士






































































































































































































































































































































































































































































































0440 水先人に引き継ぐ 乗船 １３ノット





















































































































































































































































































































































































































































































気象・海象 船長 とうしん ダフ 水先人

































































防法第 38条、第 39条に規定する船員の常務による注意義務を怠ってはならないと考える。 






















    巨大船の灯火を掲げ、進路警戒船を先導させ嚮導
[２]出港の前の約１時間前に乗船。
[３]水先人がVHF１７chで水先人同士で注意喚起するため
    に、ある位置を通過したら水先人名、船名、現在位置等
　　を放送すること
　　・サンドラアズルの水先人は、中ノ瀬航路５，６番灯浮標
      を通過したため自己放送を実施
　　・ヨルゲンロウリッツェンの水先人は、離岸し出港したた






















     を躊躇
[18]舵効が現れなかったため
[19]未だに左転が始まらなかったことから舵故障を疑い、
     クラッシュアスターンとした
[20]ヨルゲンロウリッツェンのベクトルが本船の船首方
     約０．３cableに向いていたため
[21]サンドラアズルは310度を向首し、ほぼ停止したその
     右舷中央部にヨルゲンロウリッツェンの船首が前方から























































































































































































































































































































表 4.2 各水先人の情報処理の分類 
認識 動静確認 検出 確認 確認 決定
① × × × × × × 衝突 貨物船ラーストマースク　貨物船エバーグラマー
② × × × × ○ × 衝突 貨物船カストルピー
③ ○ × × × ○ × 衝突 貨物船シーランドボイジャー　貨物船ヒュー・マーチャント　貨物船アリゲータービクトリィ　貨物船ニューバロネス
④ ○ × ○ × ○ × 衝突 貨物船イラン・シャリアティ
⑤ ○ ○ ○ × ○ × 衝突 貨物船ネプチューンクリスタル　貨物船アカデミック・セミノフ　貨物船せとぶりっじ
⑥ ○ ○ ○ ○ ○ × 衝突 貨物船オラニア　貨物船ダフ　貨物船サンドラアズル　貨物船ヨルゲンロウリッツェン
⑦ ○ ○ ○ ○ ― ○ 衝突 貨物船アリゲーター・インディペンデンス







































































4.3 衝突原因に基づく特徴  
 東京湾の各事例における衝突原因を表 4.3に示す。 





法違反が 3隻、視界制限時の航法違反が 4隻、船員の常務違反が 9隻であった。そして、これ













































































































































































































② 浦賀水道航路中央第 2号灯浮標付近（変針点）で 13件中 2件発生 
③ 東京西航路付近で 13件中 4件発生 



























































































































速力 8ノット  
針路 310 
〈他船〉 
コンテナ （左舷）   本船から  1750m 横浜向け （7ノット） 
ガット船 （左舷）   本船から  2050m 横浜向け （8ノット） 
PCC    （出港船）    本船から  5230m 左舷対左舷で航過 
タンカー （右舷正横）  本船から  2885m 鶴見航路向け 
鶴見航路からガット船 錨泊船数隻 その他 
〈条件〉 


























コンテナ （左舷）   本船から  1750m 横浜向け（8ノット） 
ガット船 （左舷）   本船から  2050m 横浜向け（8ノット） 
PCC    （出港船）    本船から  5230m 左舷対左舷で航過 
タンカー （右舷正横）  本船から  2885m 鶴見航路向け 





























コンテナ （左舷）   本船から  1750m 横浜向け （7ノット） 
ガット船 （左舷）   本船から  2050m 横浜向け （10ノット） 
PCC    （出港船）    本船から  5230m 左舷対左舷で航過 
タンカー （右舷正横）  本船から  2885m 鶴見航路向け 
RORO  （右舷後方） 本船から  2550m 本牧水路向け （12 ノ
ット） 
鶴見航路からガット船  錨泊船数隻 その他  
〈条件〉 








































































船種 10000t Cargo 





バルカー （前方）  本船から  665m 根岸向け （10ノット） 
実習船 （右舷 6点） 本船から 410m 東京向け   （10ノット） 
コンテナ（右舷 4点） 本船から 876m 東京向け   （12.6ノット） 
客船   （前方）  本船から 1540m 横浜向け  （13.2ノット） 
PCC   （後方）  本船から 1030m 横浜向け  （12ノット） 



























船種 10000t バルカー（Full） 
































船種 20000t コンテナ 



















Cargo  （右舷後方） 本船から  430m  根岸向
PCC   （右舷前方） 本船から  1610m 東京向
コンテナ（右舷 4点） 本船から  876m  東京向

































船種 20000t コンテナ船 



















プッシャーバージ（左舷）  本船から  500m
































































































図 5.10 横切りシナリオ①の各被験者の情報処理 
時間 ０７：００ 時間 ０８：４５
距離 １０３０m 距離 ４５０m
時間 ０８：４５
距離 ４５０m
時間 ０８：１５ 時間 ０９：１０
距離 ４００m 距離 ３８０m
CPA
１８０m
時間 ００：２０ 時間 ０２：００ 時間 ０６：２０
距離 ３０００m 距離 ３６００m 距離 １５７０m
時間 ０１：５０ 時間 ０７：０７
距離 ２４００m 距離 １０００m
時間 ０５：３０ 時間 ０７：２５


























































































































被験者 認識 動静確認 検出 確認 確認 決定
A ○ × ○ ○ ○ ○ 避航 －
B ○ × × × ○ × 衝突 ③
C － － － － － － － －
D ○ ○ ○ ○ ○ ○ 避航 －
E ○ ○ ○ ○ ○ ○ 避航 －
F ○ ○ ○ － － － 避航 －
横切りシナリオ１















被験者 認識 動静確認 検出 確認 確認 決定
A ○ ○ ○ ○ ○ × 衝突 ⑥
B ○ ○ ○ ○ ○ × 衝突 ⑥
C ○ ○ ○ ○ ○ ○ 避航 －
D ○ × × × ○ × 衝突 ③
E ○ ○ ○ ○ ○ ○ 避航 －










他船の存在 衝突のおそれの発生 避航の必要性判断 衝突回避行動 衝突or避航実行
表 5.3 横切りシナリオ②の情報処理パターン 
図 5.11 横切りシナリオ②の各被験者の情報処理 
時間 ０１：２６ 時間 ００：４５ 時間 ００：２０
距離 １８２０m 距離 １９００m 距離 ２０００m
時間 ０８：２５ 時間 ０９：０５ 時間 １０：１０
距離 ２７０m 距離 ２７５m 距離 ２００m
時間 ０９：０１ 時間 ０９：３５
距離 １６０m 距離 １８０m
CPA
１８０m
時間 ００：２０ 時間 ００：１５ 時間 ０１：２０
距離 ２０００m 距離 ２０５０m 距離 １８１０m
時間 ０６：４２ 時間 ０６：３５
距離 ７１０ｍ 距離 ６７０m
時間 ０９：１２ 時間 ０９：４０






















































































































被験者 認識 動静確認 検出 確認 確認 決定
A ○ ○ ○ ○ － ○ 避航 －
B ○ ○ ○ ○ － ○ 避航 －
C ○ ○ ○ ○ － ○ 避航 －
D ○ ○ ○ ○ ○ ○ 避航 －
E ○ ○ ○ ○ － ○ 避航 －










他船の存在 衝突のおそれの発生 避航の必要性判断 衝突回避行動 衝突or避航実行
表 5.4 横切りシナリオ③の情報処理パターン 
時間 ００：２４ 時間 ００：２０ 時間 ００：２５
距離 ２２４０m 距離 ２２６０m 距離 ２２５０m
時間 ０５：４１ 時間 ０４：１３
距離 １０１０m 距離 １３４０m
時間 ０６：４０ 時間 ０６：４５ 時間 ０７：２０
距離 ７５０m 距離 ７２０ｍ 距離 ６５０ｍ
CPA CPA CPA
１８０m ２８０m ３００m
時間 ００：２２ 時間 ００：０４ 時間 ００：２０
距離 ２２６０m 距離 ２３２０m 距離 ２２６０m
時間 ０３：２５ 時間 ０４：０５ 時間 ０３：２０
距離 １５５０ｍ 距離 １４００m 距離 １６００m
時間 ０７：２０ 時間 ０６：１０ 時間 ０６：５０


























































































































2 人、避航成功したのは 4 人であった。衝突に至った被験者の情報処理のパターンを見ると、
表 4.2 で示した⑥他船の存在を認識し衝突の危険まで確認するも衝突に至るパターンである。


























被験者 認識 動静確認 検出 確認 確認 決定
A ○ ○ ○ ○ － ○ 避航 －
B ○ ○ ○ ○ ○ × 衝突 ⑥
C ○ ○ ○ ○ － ○ 避航 －
D ○ ○ ○ ○ ○ × 衝突 ⑥
E ○ ○ ○ ○ － ○ 避航 －










他船の存在 衝突のおそれの発生 避航の必要性判断 衝突回避行動 衝突or避航実行
表 5.5 船員の常務シナリオ①の情報処理パターン 
時間 ００：０１ 時間 ００：０１ 時間 ００：０１
距離 ２２３０m 距離 ２２３０m 距離 ２２３０m
時間 ０１：５２
距離 １３３０m
時間 ０３：４５ 時間 ０３：５８ 時間 ００：０５




時間 ００：０１ 時間 ００：０１ 時間 ００：０１
距離 ２２３０m 距離 ２２３０m 距離 ２２３０m
時間 ０２：５１ 時間 ００：２０ 時間 ００：４３

















































































被験者 認識 動静確認 検出 確認 確認 決定
A ○ ○ × × ○ ○ 避航 －
B ○ ○ × × ○ ○ 避航 －
C ○ ○ × × ○ ○ 避航 －
D ○ ○ × × ○ ○ 避航 －
E ○ ○ × × ○ × 衝突 ⑧










他船の存在 衝突のおそれの発生 避航の必要性判断 衝突回避行動 衝突or避航実行
表 5.6 船員の常務シナリオ②の情報処理パターン 
時間 ００：０１ 時間 ００：０１ 時間 ００：０１
距離 ４８０m 距離 ４８０m 距離 ４８０m
時間 ０５：４２ 時間 ０５：１９ 時間 ０５：００





時間 ００：０１ 時間 ００：０１ 時間 ００：０１
距離 ４８０m 距離 ４８０m 距離 ４８０m
時間 ０５：１０ 時間 ０５：２８ 時間 ０５：３７















































































図 5.14 船員の常務シナリオ②の各被験者の情報処理 
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 図 5.14は船員の常務シナリオ②の各被験者の情報処理過程を示し、表 5.6は船員の常務シナ
リオ②の情報処理パターンを示している。船員の常務シナリオ②において、衝突に至ったのは






































被験者 認識 動静確認 検出 確認 確認 決定
A ○ × × × ○ × 衝突 ③
B ○ × × × ○ × 衝突 ③
C ○ ○ × × ○ ○ 避航 －
D ○ × ○ × ○ × 衝突 ④
E ○ × × × ○ × 衝突 ③
F ○ ○ ○ × － － 避航 －
船員の常務シナリオ３









表 5.7 船員の常務シナリオ③の情報処理パターン 
図 5.15 船員の常務シナリオ③の各被験者の情報処理 
時間 ２２：２５ 時間 １８：２５ 時間 １８：１５
距離 ９００m 距離 １５００m 距離 １８００m




時間 ０４：２０ 時間 ２１：５５ 時間 １２：４５
距離 ５５００m 距離 ３５０m 距離 ２３００m
時間 １３：５０ 時間　 ２２：２０
距離 １２００m 距離　 ２００m
CPA














































































被験者 認識 動静確認 検出 確認 確認 決定
A ○ ○ ○ ○ － ○ 避航 －
B ○ ○ ○ ○ － ○ 避航 －
C ○ × × × ○ ○ 避航 －
D ○ ○ ○ ○ ○ ○ 避航 －
E ○ ○ ○ － － － 避航 －










他船の存在 衝突のおそれの発生 避航の必要性判断 衝突回避行動 衝突or避航実行
表 5.8 視界制限時のシナリオ①の情報処理パターン 
  
図 5.16 視界制限時シナリオ①の各被験者の情報処理 
時間 ０３：０３ 時間 ０５：３０ 時間 ０５：３５
距離 ３１００m 距離 １５３０m 距離 １４５０m
時間 ０４：２９ 時間 ０６：５０ 時間 ０６：３０
距離 ２１００m 距離 ５２０m 距離 ８００m
CPA CPA CPA
２７５m １４０m ８０m
時間 ０４：００ 時間 ０５：３０ 時間 ０５：１５




















































































































































被験者 認識 動静確認 検出 確認 確認 決定
A ○ × × × ○ × 衝突 ③
B ○ ○ × × ○ ○ 避航 －
C ○ × × × ○ ○ 避航 －
D ○ ○ ○ ○ ○ ○ 避航 －
E ○ ○ ○ ○ ○ ○ 避航 －










他船の存在 衝突のおそれの発生 避航の必要性判断 衝突回避行動 衝突or避航実行
表 5.9 視界制限時のシナリオ②の情報処理パターン 
時間 １２：００ 時間 ０４：００ 時間 １６：３０





CPA 時間 ２０：００ CPA
時間　　 １３：０５ １８０m ７０m
時間 ０１：２５ 時間 ０１：２０ 時間 ０４：１５
距離 ２７８０m 距離 ２７００m 距離 ２３００m
時間 ０９：０６ 時間 ０５：１５ 時間 １０：３５
距離 ９８０m 距離 １６７０m 距離 ６５０m
CPA CPA CPA
時間 １３：０５ ９５m 時間 １２：００ １３０m 時間　 １３：００ １１０m
被験者D 被験者E 被験者F
被験者A 被験者B 被験者C

























































































 また表 5.10 のアンケート結果から、適切な避航がとれなかった理由について、①航行実務
経験のない被験者 A、B、②航行実務経験が 3～5年の経験を有する被験者、③航行実務経験が
13 年の経験を有する被験者の三つのグループに分けて考えると、①に分類される被験者の回
表 5.10 アンケート結果 
被験者 衝突or避航 CPA 適切な避航が取れなかった理由




B 衝突 － 相手が避けてくれるだろうと思った 本船が保持船であったから
C 避航 180m 避航操船が中途半端であった 避航する水域に余裕がなかったから




B 避航 280m 避航操船が中半半端であった 減速するか迷ったため
A 避航 290m 避航操船の方法を間違えた コンテナ船の船尾をかわせばよかった
相手を避けるための水域がなかった
避航操船が中途半端であった
D 衝突 － 避航操船の時期が遅れた もっとはやく舵をきればよかった
相手を避けるための水域がなかった 右舷にコンテナ船がいたため
相手の動作の意図がわからなかった 右に舵をとってきたため
B 避航 110m 相手を避けるための水域がなかった 右舷にコンテナ船がいたため
C 避航 180m 避航操船の時期が遅れた 右舷のコンテナ船に注意していたため気づくのが少し遅れた
相手を避けるための水域がなかった 右舷のにコンテナ船がいたため
避航操船の方法を間違えた 操縦性能を把握していなかった
E 衝突 － 相手の動作の意図がわからなかった 右に舵をとってきたため
相手が避けてくれるだろうと思った 減速し錨地に向かう本船に突っ込んでくるとは思わなかった
避航操船の時期が遅れた 錨地のアプローチに気を取られた
B 衝突 － 相手が避けてくれるだろうと思った 他船に汽笛をならしたから
C 避航 60m 避航操船の時期が遅れた 初認した時期が遅かった
D 衝突 － 避航操船の方法を間違えた 減速が遅れた
E 衝突 － 避航操船の時期が遅れた 本船の速力が遅かったためどうしようもなかった
視界制限時シナリオ① C 避航 80m 避航操船の時期が遅れた レーダー監視不十分であった
A 衝突 － 避航操船の時期が遅れた レーダー監視不十分であった




E 避航 95m 避航操船が中途半端であった 他船が本船船首を十分にかわすと思ったが近かったため





















































































































































表 6.1 シナリオ作成に考慮すべき条件 
シナリオ
航　　法 昼 夜 風潮流なし 風潮流あり 視界
横切り ○ ● ○ ● ○
行会い ● ● ● ● ●
追い越し ● ● ● ● ●


























































































②「見張り」  思い込みからくる見張り不十分、目視・レーダーによる見張り不十分 
③「確認」   操舵号令後の舵角指示器の確認せず 
④「操船」   避航操船を取るべき時期に取らなかった 

























②浦賀水道航路中央第 2号灯浮標付近（変針点）で 13件中 2件発生 
③東京西航路付近で 13件中 4件発生 
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資料２ 1. 横切りシナリオ①   （各被験者の航跡図と舵・エンジン等の使用状況グラフ） 
   2. 横切りシナリオ②   （各被験者の航跡図と舵・エンジン等の使用状況グラフ） 
      3. 横切りシナリオ③   （各被験者の航跡図と舵・エンジン等の使用状況グラフ） 
      4. 船員の常務シナリオ① （各被験者の航跡図と舵・エンジン等の使用状況グラフ） 
      5. 船員の常務シナリオ② （各被験者の航跡図と舵・エンジン等の使用状況グラフ） 
      6. 船員の常務シナリオ③ （各被験者の航跡図と舵・エンジン等の使用状況グラフ） 
      7. 視界制限時シナリオ① （各被験者の航跡図と舵・エンジン等の使用状況グラフ） 
      8. 視界制限時シナリオ② （各被験者の航跡図と舵・エンジン等の使用状況グラフ） 
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    ③　 ②で答えた船はそれぞれどのような見合い関係として判断しましたか？
上記に書いた船舶の右横に　
④ 衝突のおそれをどのような手段で確認しましたか？ （複数可）
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